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緒 言

入来牧場では、周年放牧方式で生産された子牛の商品性 を高める技術 として,サ ツマゲー ト(高 低差 を

利用 した親子分離哺育施設)で 哺育 し,早 期離乳 した子牛を育成 している。 またこれ らの子牛の一部 を子

牛市場へ出荷 している。本調査では牧場出荷子牛 と農家出荷子牛の発育値や価格 を比較 し,放 牧生産子牛

の育成技術向上のための基礎資料を得 ようとした。

材料 と方法

調査は1994年 に薩摩中央家畜市場(鹿 児島県薩摩郡宮之城町)に 出荷 された子牛 について行った(第1

表)。 調査は出荷 日齢,日 齢体重及び価格について行った。

結果と考察

市場出荷 日齢は,8月 出荷では牧場産の去勢牛が小 さく,農 家産牛 との間で有意差が認め られた。8月

出荷の雌,10月 出荷の去勢及び12月 出荷の去勢と雌牛では,牧 場産牛 と農家産牛 との問に出荷 日齢の差は

認められなかった(第1図)。

出荷時の体重は,8月 及び10月出荷 とも牧場産は農家産より小さく,有 意な差が認められたが,12月 出

荷では去勢及び雌共体重に差はみ られなかった(第2図)。

日齢体重は,8月 出荷牛の雌及び10月出荷牛の去勢で,牧 場産牛が有意 に小 さい値 を示 したが,8月 出

荷牛の去勢及び12月出荷牛では,牧 場産牛と農家産牛間で有意な差は認められなかった(第3図)。

子牛価格は,牧 場産去勢は8月 及び10月出荷とも農家産牛より有意に安い価格 となったが,牧 場産の雌

の8月 出荷牛は,逆 に高価 となり有意差が認め られた。しかし,12月 出荷牛では,去 勢及び雌 とも牧場産

牛 と農家産牛間で価格差は認められなかった(第4図)。

以上のことから,牧 場での周年放牧生産子牛の市場性を高めるには,周 年にわたって,生 まれた子牛の

発育を向上 させ,出 荷体重を大 きくし,出 荷日齢は延ばさない事が重要であると考えられた。



第1表 調査に供 した子牛頭数

入来牧場産 農家産 計
月

去勢牛 雌牛 去勢牛 雌 牛 去勢牛 雌牛

8 11 8 64 65 75 73

10 6 0 58 0 64 0

12 4 4 43 44 47 48

計 21 12 165 109 186 121

8月 去勢 8月 雌 10月 去勢 12月去勢 12月雌

第1図 牧場の市場出荷牛 と市場牛の出荷日齢

8月 去勢 8月 雌 10月 去勢 12月 去勢 12月雌

第2図 牧場の市場出荷牛と市場牛の出荷体重

8月 去勢 8月 雌 10月去勢 12月 去勢 12月雌

第3図 牧場の市場出荷牛 と市場牛の日齢体重

8月 去勢 8月 雌 10月 去勢 12月 去勢 12月 雌

第4図 牧場の市場出荷牛と市場牛の価格


